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まえがき

株式会社 三祐コンサルタンツは社団法人 海外農業開発コンサルタンツ協会の補助金をえて

平成7年1月2日から1月8日までの7日間にわたってカンボディア国(｢カ｣国)のメコン川氾濫城農

業水利開発調査計画の事前調査を行った｡

｢ヵ｣国では現在第2次復興5ケ年計画に基づいて復興と開発が進められており,国家経済を

1968-69年の水準に回復することを緊急政策･としている｡農業セクターにおけるG･D･PはUS$870

Million(1991)と国家G.D.Pの44%､農業就業人口は263万人と全就業人口413万人の64%と高い割

合を占めており,農業の復興と開発は掛二国家の最重要政策となっている｡然しながら｢カ｣国

の北部地域は治安が確立されていないので農業の復興と開発は南部の本地域上り推進する政策と

なっている｡

本調査対象地域の面積は約100万ha､その内,洪水氾濫による湛水地区が約65%を占めてい

る｡地域は首都プノンペン他,南部地域の重要郡市を含む大農実地区で農地面棟は約60万ba,全

人口は240万人と推定されている｡本地域の農業開発はメコン河洪水氾濫を制御,利用､管理する

水文環境改善事業と地域の農業生産による農村社会の安定と貧困の撲滅をはかる事業より構成さ

れる｡

｢ヵ｣国政府は本地域が広大であること及び重要農業地域であることより,短期,長期目標の

マスタープランを策定し, 21世紀へ向けての事業実施を計画している｡

本調査レポートは｢カ｣国農業省水利局の要請に基づき,弊社が現地調査､資料収集を行い地

域の現況をまとめると共に,開発草本構想及びマスタープラン策定のための調査内容を検討した

ものである｡

本地域の開発計画は､水文環境の改善､農村社会の安定,貧困撲滅という日本政府のODA政策

に合致したものであり,日本政府の技術協力によるマスタープランの策定を心より願うものであ

る｡

平成7年1月

株式会社 三祐コンサルタンツ

取締役社長 渡 辺 滋 勝
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1.調査の背景

メコン河下流域はメコン河より運ばれた堆棟シルトにより形成され広大かつ平坦な沖積平野で

全面掛ま約100万ha,その中農業面積は約60万ha,メコン河の洪水氾濫に上る湛水面穣は約40万

haと推定されている｡

地域の中央部にはメコン河及びメコン河上り分岐した大支流バサック川(Bassac),トングレトッ

ク川(TongLeToc)がメコン河と平行して南下し,一方プノンペン地点の上流ではメコン河より分

岐したトンレサップ河(TonleSap)が北上し,トンレサップ湖へ流入している｡

地域はプノンペン首都圏及び,コンポンチャム(KompongCham),プレイペン(PreyVeng),カン

ダール(Kandal),タケオ(Takeo)4県の地域をカバーし､これら首都及び県都の食租及び経済活動

は地域の農業によって支えられている｡

｢ヵ｣国政府は長期にわたる内戦後の復興,開発を目指して,産業各セクターの開発を推進し

ているが,その中で本地域の農業開発は上記主要部市の食埋基地及び農産物をベースとした経済

活動の活性化の観点より,また南部地域の農村社会安定の上より極めて重要な位置を占めてい

る｡しかし開発の大きな阻害要因として､メコン河の洪水氾濫という水文環境の間荘がある｡

従って洪水を制御,利用､管理の観点より,農地環境の保全をはかり､農業生産向上による地域

住民の所得､雇用を増大させ,地域社会の安定をはかる事業計画(マスタープラン)を｢カ｣国は策

定しようとしている｡

そして,このマスタープラン策定に対し日本政府の技術協力を強く望んでいる｡

2.調査対象地域の概況

(1)位置､地勢

調査対象地域はメコン河のコンポンチャム地点から下流に展開するメコン河下流域､南北

120km,東西80kmよりなりその全面積は100万baに及ぷメコン河の沖積平野である｡

地域の標高は北部で8-9m,南部で3-4mと著しく緩勾配を呈し､地形は全く平坦な平野を

形成している｡地域の中央をメコン河及びそれょり分岐したトンレサップ､バサック,トング

レトック大支流が南下しており,メコン河は雨期,乾期で7-8mの推移変動を呈し,その年聞

流出量は,約4,000億m3に達している｡

上記の大支沈もメ占ン河の背水影響をうけ,雨期,乾期の水位変動は5-7mと大きい｡

メコン河,及び大支流の周辺は地域の中でも低位地区で,雨期にメコン河の洪水氾濫で､ほ

とんどが水深1-3mの湛水地区である｡従ってこの低位地区では同期の作物栽培は不可能と

なっている｡湛水地区はメコン河洪水位の低下する乾期には,湛水面よりの蒸発と,湛水の南

部及びメコン河へ向けてのゆるやかな流下により徐々にその面積を縮/卜していく｡
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しかし,水深の深い凹部では乾捌こおいても湛水を残し低位地区には大小の数多くのスワン

プが点在している｡メコン河より遠くに位置する地域の東部,西部高位地区は低位地区よりも

2-4m高く雨期においてもメコン河洪水氾濫による湛水の影響を受けない地区となってい

る｡この高位地区では､中,小の支流が雨期に地区内の降雨流出を集めてメコン河や大支流に

流下しているが,これら支流は,雨期め8-10月の短い期間にのみ流出丑を有し他の期間には

流出がない｡従って高位地区は乾期に著しい乾煉地帯と変貌する｡

メコン河や大支流沿いの低位地区では雨期洪水氾濫後の乾期(12-2月)にコルマタージュと

いわれる流水客土を利用した畑作農業が行われている(コルマタージュは後述する)｡一方東

部､西部の高位地区では洪水の影響を受けか,ので雨期に天水による稲作を行っている｡また

潅木林やパーム林､ゴム林が点在している｡

(2)気象

地域は熱帯モンスーン気候帯に属し,気温は25-30｡Cと年間を通して高温である｡年平均降

雨量は1,400mmであるが,雨期(6-11別,乾期(12-5月)によって異なり､雨期に年降雨t

の80`‰-85%が集中している｡乾期の中でも12-3月は月降雨土20mm以下と特に少ない｡

(3)河川水位及び流土

地域の主要河川にはメコン河及びその大支流であるトングレトック,トンレサップ,バサッ

クがある｡その水系は園-1に示す｡これら河川の水位,流丑､特性は以下の通りである｡

- メコン河;メコン河は地域の中央部を南下し､地域の洪水､利水及び農業に大きな影響を

与える河川である｡首都プノンペン市の観測点資料に基づくと,メコン河の流域面穣は,

663,000km2,水位は雨期ピーク時(9-10月)に9-10mに達し,乾期3-5月は2-2･5mに

低下する｡水位変動は7-8mである｡メコン河川沿いの地盤標高は雨期のど-ク洪水位よ

り3-4m低く(プノンペン市の地盤標高6-7m),洪水防架のための堤防がメコン河沿い両

岸に建設されている｡プノンペン市より南下する国道1号線はこの堤防頂部を走っている.

プノンペン観測点の流出丑は年平均約4,000健m3,豊水年で5,000億m3､渇水年で,
3,300

億m3である｡メコン河の月別水位変動は図-2に示す｡

トングレトック川;コンポンチャム市の下流5km地点でメコン河左岸より分岐し,メコ

ン河に平行してメコン河左岸低位地区を南下しベトナム国へ証人する川で､この川には左

岸高位地区より流下する多くの′ト支洗が合託している｡この川の中流にネアックルオング

(NeakLuong)水位観測点があり,その水位は雨期ピーク時(9月)6-7m,乾期(3-5月)
0･5

-1.5mで,雨期乾期の水位変動査は6-7mである｡この河川沿いの地盤標高も洪水位よ

り2-3m低く,同期には河川より平野部-洪水が氾濫する｡月別水位変動は園-2に示
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す｡河川沿いに堤防がある区間は少なく,従ってメコン河に比べ河川沿いの洪水湛水面棟

は大きい｡

トンレサップ川;プノンペン市の上涜でメコン河より分岐､北上し､トンレサップ湖へ読

入する大河川で,メコン河洪水の一部はこの川を逆流してトンレサップ湖を形成してい

る｡幸三期はメコン河の水位低下に伴い湖水はトンレサップ川を南下しメコン河へ流入す

る｡プノンペン市の上流にあるトンレサップ川のプレッククダム(PrekKdam)観測点にお

ける水位は雨期ピーク時において8-9m,乾期において0.5-0･7mで何れの水位もメコン

河水位より約1.Om低い｡

メコン河より,トンレサップ川へ流入する雨期年間混生は約400-500億m3である.この

河川の流域面積は約84,000km2を有し､この流域よりの年流出丑が約200億m3であるの

で,メコン河への流出量は,流入主より多くなっている｡

- バサック川･,この河川はプノンペン市においてメコン河より右岸地域に分岐する大支流で

分岐後メコン河に平行して地域の右岸低位地区を南下してベトナム園へ注いでいる｡雨

期,乾期の水位はメコン河と同様に変化する｡河川流丑は年平均550億m3､豊水年650佳

m3,渇水年400偉m3である｡河川沿いの地盤標高はビータ洪水位より3-4m低く,従っ

て河川沿いた洪水防御用堤防が建設され道路(国道30号線)として利用されている｡

(4)湛水地区

湛水地区は前述したようにメコン河及び大,中,小支流沿いの低位地区に展開しており､雨

期ピーク時における湛水面棟は約65万baと推定される｡水利局では湛水地区を湛水深と､湛

水期間により以下のように区分しており,その詳細は園-3に示す｡

分 類 湛水深(山 湛水期間(カ月) 湛水面積(103ha)

0-0.3

0.3-1.0

1.0-1.5

1.5-3.0

3.Om以上

3-4

4-6

4-6

5-7

7-12

上記の中4-5クラス地区は平野の凹部に位置し,乾期にもスワンプの形で湛水しており耕

作不能地となっている｡ 1-3地区は､湛水後の乾期に耕作可能地と考えられる｡
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(5)土地利用および農業

地域の現況土地利用は園-4に示すように,河川,支菰沿いの細長い低位地区では湛水後の

乾期畑作が､一方地域の東臥西部高位地区では油やしの混在する地区で雨期稲作が天水によ

り行われている｡メコン河及びトングレトック,トンレサップ,バサックなどの大支流域に

沿って横たわる湛水地区はアシや洪水林によってカバーされている｡地区の北東高位地区はゴ

ム林が展開している｡

主な栽培作物は,高位地区における稲作,低位地区における乾期畑作としてメイズ､緑豆,

落花生,野菜などである｡

地域が位置するコンポンチャム,カンダール,プレイバン､タケオ4県の作物別栽培面棟を

下表に示す｡

作物別栽培面棟(単位ba) 1991年

稲作

畑作

メイズ 野菜 緑豆 落花生 計

コンポンチャム 179,769 ll,910 4,200 ll,210 2,050 29,370

カンダール 91,000 15,350 5,000 3,270 1,117 24,790

プレイペン 253,960 4,910 790 800 700 7,200

タケオ 216,280 740 3,840 1,460 200 6,240

計(1) 741,009 32,910 13,830 16,740 4,120 67,600

全国(2) 1,884,000 47,000 30,000 27,000 7,000 111,000

比率(1)÷(2)% 39 70 46 62 59 61

上記面穣の中,カンター)I,､プレイペンの農地はほとんどが本地域に属しているが,コンポ

ンチャム,タケオ県はその一部が本地域に含まれ◆ている｡従って本地城の作物栽培面積は稲作

40万ha､畑作4万baと推定されている｡

水稲の収量については,カングール県で1.9ton瓜aであるが他県では1.0-1･5to〟haであ

り,天水稲作のため収量は少ない｡

(6)コルマタージュ

メコン河及びバサック,トングレトック大支流沿いの低位地区は雨期,洪水氾濫による湛水

で耕作はほとんど出来ず,洪水彼の湛水がなくなる乾期(12-2月)にかけて,湛水による飽和し

た土壌の保水を利用して畑作を行っている｡幸三期は降雨なく土壌保水力のみでは､稲作は不可
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能である｡ ｢カ｣国ではメコン河洪水氾濫を効果的に利用するため､コルマタージュと呼ばれ

る流水客土による農業が19世紀初めより行われてきている｡そのシステムは以下のようになっ

ている｡

_ メコン河や支流沿いに洪水防御の堤防を構築する｡一般に地盤標高はビータ洪水位上り3-

4m低いため堤防の高さは4-5mである｡

堤防を掘りわって､堤防に直角にプレク(Prek)と呼ばれる水路が構築され､洪水の一部を

地区内に取り入れプレクに連続するクリークで地区内に拡散,湛水させる｡しかしながら

大量の洪水が流入すると地区内の湛水面棟,湛水深が大きくなり,洪水減少後の乾期に湛

水が引かず耕作不可能となるので,プレクの洗入口にはゲートが設置され､これに上り洪

水の流入量を調節している｡

雨期の終わりには､プレクに流入した水がメコン河や支洗の水位低下に上り逆流するので

ゲートを閉めて河道貯留し,その水をポンプにより海蔽補給水として利用している｡な

お,プレクの下流に境防でもって貯水池を建設し､乾期に貯水池周辺を藩政しているケー

スもある｡

一つのコルマタージェシステムが支配する受益面棟は200-300baである｡

このコルマタージェシステムの利点は以下の通りである｡

ー

メコン河の洪水ほ多くの肥沃シルトを含んでおり洪水が平坦な平野に拡散､湛水する過程

でこのシルトは平野に沈降し,標高の低い平野部は年々レベルアップし,湛水被害が少な

くなる｡また肥沃な農地が形成されて行く｡

- 上記により形成される農地の土壌は粘性土で高い保水力を有し､湛水後の乾期畑作の用水

供給涜となる｡すなわち乾期に降雨がなくとも土壌を飽和した間隙水で畑作を行うことが

出来る｡またプレクヤプレク下流貯水池及びスワンプの水を揚水して藩政補給用水として

利用可能である｡

一 雨期,農地を一時湛水することにより,害虫の駆除が出来る｡

しかしながら長期内戦の結果,既存のコルマタージェシステムの稚持管理は悪く,現在

多くのシステムに,堤防や取水口ゲートの破壊,プレク水路の浸食ヤシルト堆積など生じ

ており､コルマタージュはその機能を失っている｡そして､雨期に大丑の洪水が地区内に

コントロールされずに流入し,湛水地区の拡大,湛水期間の長期化を招き,その結果､乾

期の土地利用が減少しつつある｡
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上記に述べたコルマタージェシステムがある地区はメコン河国道1号級,バサック川国道

30号線の一部に限られており,他の河川沿いは堤防がないため,メコン河の洪水氾濫によ

る湛水が自然に消滅するまで耕作は不可能となっている｡

(7)東部,西部高位地区の農業

東部,西部高位地区は前述したように低位地区より標高2-4m高く,メコン河洪水による

湛水影響は受けず,雨期稲作を天水により栽培している｡またパーム,ゴム,潅木などの疎林

が点在している｡天水に頼る稲作は6-7月の降雨丑が少ないことより､十分な生育が出来

ず､その生産性は低い｡乾期は降雨がなく,高位地区は乾燥地区に変化し作物栽培は不可能で

ある｡更に生活用水や家畜の飲料用水確保に困難をきたしている村落もある｡

高位地区には同期降雨を集めて洗下する多くの中小支洗があり,それらはメコン河や大支

流,スワンプに連結しているが,流出丑は雨期の8-10月の短い期間にみられるのみである｡

6月-7月に降雨はあるものの､それは平坦なかつ乾期の乾燥し切った土壌に吸収されて河川流

出として現れてこない｡従って農業用水の観点からは利用出来ない川となっている｡

(8)支流貯水池

大中規模潅瀧施設としてバライアンデット(BarayAndet),コンポングスネイ(Kompong

sne),タモツタ(Tamoak)などの貯水池が支流をゲートで閉め切って建設されている｡支淀の

河川勾配は著しく績であるため,メコン河の背水影響により,洪水期の支流はかなりの距離に

わたり満水となっている｡洪水期の終わりにゲートを閉めて,雨期洪水を河道貯留し,それを

乾期農業の潅混用水として利用してきている｡

しかし､これら既存貯水池も適切な維持管理がなされていず調節ゲートも破損してその機能

を失っている｡

(9)社会経済

地域が位置する4県の人口に基づき,県と地域.の面積比率より推定した地域の人口は下表の

通りである｡

- 51:



長期目標としては,短期目標において実施した事業の結果をレビューしながら,新規′｣､規模

事業を拡大して行くと共に,メコン河洪水を制御,利用,管理するための大規模水利事業を推

進し地域全域の農業及び社会経済を安定する計画とする｡

(2)短期事業計画内容

マスタープランにおいて以下の事業内容を含む優先地区を選定し､その事実の実施,管理を

行う｡短期計画では地域における点あるいは線の開発で､長期計画における全地域の面の開発

に対するペースを確立する｡

嘩先地区の水利事業

_ 低位地区における既存コルマタージュのリハビリ及び経済性の高い新規コルマタージュの

実施

_ 高位地区の支流における既存河道貯水池のリハビリ及び経済性の高い新規同事業

_ 湛水地区周辺のポンプ揚水による′ト規模水利事業

上記受益地区における農業,農村インフラ整備事業

_ 村落間の連絡及び農業生産資機材,農産物運搬用の農村道路

_ 生活用水のための浅井戸,雨水貯水槽

_ 家畜飲料用水,養漁,庭先園芸作物のための村落溜池

_ 村落,貯水池,溜池,コルマタージュ水路周辺における果樹､薪炭林

_ 村落周辺における穀類乾燥や野菜洗浄ヤード,及び家畜飼育の草地ヤード,貯蔵倉庫

地域の主要農業インフラ整備事業

- 郡のセンターと受益農村を結ぶ基幹道路

一 農村電化のための配電線

一 郡の中心地における種子､苗木の供給センター及び養漁のための稚魚センター

ー 郡の中心地における家畜診療所,農産物マーケット

政府支援体制の確立

一 県及び郡レベルの水利施設維持管理体制及び農業普及,農業金融体制の確立

一 転換作物のリサーチセンター､パイロットファーム

上記に述べた水利及び農業,農村インフラ事業は､農業省の県事務所の組織､要月､技術

力,施工及び維持管理施設や機材を整備しながら,かつ農民参加型で実施する計画とする｡
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(3)長期事業計画内容

長期事業計画としては,上記の事業を優先地区より全地域に拡大すると共に以下のょうな大

規模水利事業を計画､実施する｡ただし以下の大規模水利事業は現在の所我々の構想の段階で

あり,今後マスタープランでその可能性が検討される｡

-t手蔓嘩=ルマタージュ及こL'湛7;L't他区間･事業函-5)

_ メコン河,バサック,トングレトック川沿いの低位地区に対する洪水防御のため安定した

堤防を構築する｡

_ 大規模コルマタージュを建設し,メコン川洪水の湛水地区流入土をコントロールする｡

_ 水深の浅い湛水地区を農地に転換するため,湛水地区の北より南にむけて堤防を建設し､

湛水の影響を受けないようにする(輪中計画)｡

_ 賓在の湛水地区は北より南へ向けて緩やかな洗速で南下し,乾期に水位を2-3m低下して

いるので,湛水地区を東西に横断する境防(道路に利用)を設け,湛水地区の乾期水位を維

持するようにする｡勿論この堤防にはゲートが設置され,雨期の過剰洪水は南へ沈下させ

る｡すなわち湛水地区を区分して大貯水池を構築する｡この貯水池と輪中で囲まれた農地

はクリーケで連結され,貯水はポンプにより海耽に利用する｡また貯水池は章魚池として

利用する｡貯水池は水深3-4mの浅いものとなる｡

西部高位地区に対するトンレサップ導水事業(図-6参照)

地域の西部高位地区には多くの支流がバサック川へ向けて洗下しているが,これらの支流は

乾期に流量がほとんどないこと､またこの支洗に対するバサック川の洪水背水影響は小さく,

支淀に河道貯留の貯水池を構築する可能性は少ない｡従って支流の利用は広大な西部高位地区

の水源対策には効果がない｡

プノンペン上淀で北上し,トンレサップ湖へメコン河洪水を逆流させているトンレサップ川

の水位は,雨期にメコン河の背水影響で8-9mに達する｡トンレサップ川右岸の既存湛水好

区に雨期メコン洪水を導入し､雨期終わりにゲートで締め切ると大貯水池が形成される｡この

貯水池より高位地区に導水路を設け,潅混用水として利用する計画である｡貯水位は8-9m

となるので高位地区の大部分が重力藩耽地区となる｡

東部高位地区に対するトングレトックよりの導水事業(園-6参照)

メコン河左岸より分岐するトングレトック川の流入地点は大規模湛水地区が形成されてお

り,この湛水地区を利用して大規模貯水池を建設する可能性がある｡メコン河の洪水を貯水池

に入れ,雨期終わりにゲートでメコン河よりの流入ロを締め切ると貯水位8-9mの貯水池と
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(単位: 103)

区分 コンポンチャム カンダール プレイペン タケオ 計

(1)県人口 1,368 922 750 680 3,720

(2)地域の面積比(%) 15 93 85 17 43

(3)地域人口(1)×(2) 205

205

857 638 116 1,816

(4)プノンペン市人口 620 620

(5)人口計(3)+(4) 1,477 638 116 2,436

地域人口はほとんどが農民で,農業により生計を立てているが,低位地区の湛水､高位地区の

用水不足により農業生産は低く,農民1人当たりの年間所待もUS$100- 150と,地域住民は貧困

にあえいでいる｡また,地域の道路,電力､水道施設など農村インフラもほとんどなく,住民は

最低の生活環境におかれている｡

3.地域の農業開発基本構想

地域の農業開発はメコン河の洪水に対する制御,利用,管理という大きな問題が解決されない

限り不可能と思われる｡従って農業省水利局はこの問題解決に力を注いでいるが,地域が広大で

あること,計画立案のための基礎資料が不十分なこと,メコン河の洪水氾濫を稔合的に把撞,解

析する技術力が不足なことなどより開発基本構想は策定されてない.

水利局は､地域の既存コルマタージュなどのインベントリー調査を終え,先ずそのリハビリ

テーション事業の計画実施を推進しようとするに止まっている｡

我々の現地調査及び収集した資料に基づく予備的な検討による開発基本構想は以下の通りであ

る｡

(1)短期､長期計画

広大な地域, ｢カ｣国の限られた開発資金,農業省及び県職月の数,技術力不足,基礎資料

の不足,農民組織の欠如や低い営農技術などより考えると､地域の開発は短期目標として2005

年､長期目標として2015年を設定して策定する｡

短期目標としては投資金額の少ない′｣､規模水利事業と′ト規模農業インフラ事業の整備などに

ょる即効性ある事業を推進し､それに基づき事業便益の早期還元をはかることにする｡また政

府及び農民の組織を確立し施設の運用,菅農管理に対する技術力を向上する計画とする｡
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なる｡この貯水池上り東部高位地区-導水路を設置すれば､高位地区の大部分が重力藩蔽可能

となる｡

長期農業開発鼓直

短期農業開発では､低位地区におけるコルマタージュを利用した芭期畑作と高位地区の支淀

貯留による雨期稲作が主なものであるが,長期農業開発では雨期,乾期に用水が確保されるの

で2毛作が可能となる｡雨期稲作と乾期における大豆､メイズ,果臥野菜などの栽培,家畜

飼育や菱漁の増大に伴うアグロインダストリーの導入が可能となり,地域の農業は著しく発展

すると考えられる｡

4.マスタープランの調査方法

本地域の水資源,農業開発は100万baという広大かつ平坦な地域においてメコン河の洪水を制

臥利用､管理して行われるもので､その計画調査方法は従来の開発内容とかなり異なったもの

である｡従って､マスタープラン策定に当たっては特に以下の項目に留意した調査を行うものと

する｡

(1)ゾーン区分

本地域は広大であり,地域の北部,東部,西部,南部地区の土地利用､メコン河洪水氾濫､

社会経済などの特性はかなり異なる｡またメコン河の洪水制御,利用,管理方法も異なる.

従って以下のような7ゾーンに区分して調査を進める方針とする(臥7参照)｡

- ゾーン1;地域の最北部に位置し､メコン河及びトンレサップ川の洪水氾濫による湛

水地区の多い地区である｡メコン河及び支流沿いのコルマタージュによる海混農業及

び湛水地区を利用した漁業が可能な地区である｡

- ゾーン2;地域の北西,ゾーン1の下流に位置し,メコン川とトンレサップ川間に横た

わる湛水地区である｡地区内には多く~の支流が発達しており,湛水地区制御の輪中,

支流よりのコルマタージュシステムで開発可能な地区である｡

ゾーン3;地域の中央,トンレサップ川の右岸に位置し,洪水,湛水の影響が少ない

高位地区より形成されている｡地区内のタモツク支淀には河道貯水池が建設されてお

り､そのリハビリ及び貯水を利用した藩濫農業を短期目標で推進すべき地区である｡

長期的にはトンレサップ川の右岸の湛水地区に大貯水池を建設し藩政する地区とな

る｡プノンペン市はこのゾーンに位置する｡
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ゾーン4;地域の中央,メコン河の左岸に位置し､メコン河とトングレトック川間に

横たわる湛水地区である｡短期的にはメコン川やトングレ■トッタ川よりのコルマター

ジュによる開発,長期的には輪中に上る土地利用の拡大と大規模コルマタージュで開

発される地区である｡

ゾーン5;地域の中央より南部に位置し,メコン河とバサック川に囲まれた地区で,

国道沿いの地区を除いては,水深の深い湛水地区となっている｡短期的には国道沿い

のコルマタージュによる開発,長期的には輪中に上る土地利用の拡大と大規模貯水池

による漁場としての開発が計画される地区である｡

ゾーン6;メコン河の東部に位置する本地域の中で最も広大な地域でメコン河とトン

グレトック川沿いは湛水地区で,ゾーン5とl司様短期計画でコルマタージュ,長期的に

は輪中による土地利用拡大と漁場が計画される地区である｡湛水地区に隣接する高位

地区は広大な面積を有し､高位地区を流下するバライアンデット,コンポンスネイ､

プレタタム支流においては河道貯水池が建設されており,そのリハビリによる農業開

発が短期目標で計画される｡しかし広大な高位地区の開発にはトングレトツタ川上洗

の大貯水池に連結する大規模導水路で地区をカバーする長期開発計画を策定する｡

ー ゾーン7;地域の南西に位置し,バサック川の右岸に横たわる地区で､バサック沿い

の湛水地区はコルマタージュと輪中による土地利用拡大及び大漁場として開発され

る｡高位地区には大支洗があり,トニレバテイ(でonleBaもi)河道貯水池が建設されてい

る｡他の大支涜の中,プレクT)ット川の上流にはダム建設の計画があり,その貯水

による農業開発も考えられている｡しかし,面棟が広大なことより,地域全体の開発

にはトンレサップ川右岸に大貯水池を建設し､導水路により地区の用水を供給する大

規模事業が計画される｡

(2)衛星画像解析による土地利用､湛水地区解析調査

士地利用,支流域水系､湛水地区の雨期,乾期水面硬変化などを把撞するため衛生画像解析

による手法が必要である｡

_ 雨期終わりの10-11月(湛水面が最大)と乾期終わりの5-6月(湛水面最小)の画像を入手

し画像モザイクを作成する｡縮尺は1/100,000とする｡

1/50,000地形図に基づき､流域境界や郡境界を設定し,モザイク画像の上に措き､支

流域､郡別の土地利用,湛水面積をコンピューターで算定する｡面積単位は100haと

する｡面積区分は､洪水林､潅木林,伐採跡地､草地,稲作他,畑作地､裸地､湛水

也,河川敷,市街,集落地などになる｡
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(3)水位観測点設置及び水位観測

支洗及び湛水地区の水位変化を把握するため,スタツ7水位計を設置し観測を行う｡観測は

月2回を標準とするが､河道貯留の可能性ある支洗では月4回を標準とする｡水位計設置,及び

観測は各県の水利事務所に委託して行う.水位計設置ケ所は約50ケ所とする｡

(4)インベントリー調査

郡別の農業,農村社会経済を把撞するため､以下の項目のインベントリー調査を農業省の地

方事務所に委託して行う｡

_ 村落数,人口,農家戸数

_ 雨期,乾期作物栽培面棟,栽培期間､収壬

(湛水地区の栽培期間は乾期の湛水状況により異なるので豊水年,渇水年について調査

する)

_ 家畜の種類,頭数

_ 内水面漁業における利用湛水地区や支流,漁獲時期,漁舟台数,収益等

_ 村落生活用水源､給水上の間違点､丑的不足,不適水質等

_ 農村電化状況(ほとんど電力供給なしと思われる)

_ 農村施設として,フ7-ムポンド,作物乾焼ヤード,倉庫などの有無

_ 村落周辺の果樹､薪炭林状況

_ コルマタージュ､河道貯水池などのケ所数,概貢,リハビリ内容,支配面棟等

_ 郡センター及び市における政府の水利､農業支援体制,組織､安貞,施設,機器

_ 営農及び生活上の阻害要因

_ 道路,橋梁の有無,既道路における雨期利用可能性

(5)調査において留意する調査項目

既存コルマタージュのプレクは従来農民により建設管理されてきているのでその建設

方法,及び管理上の問題点

既存支流貯水池の計画,設計上の問題点(計画貯水客土,貯水内シルト堆棟,貯水朔

間､支流沿い堤防,調節ゲート､海瀧水路､ポンプ等)

低位地区における湛水域縮小による農地拡大の可能性｡頼中構築､大規模コルマター

ジュの可能性､輪中構築､大規模コルマタージュの可能性(サイトの選定)

河道貯水可能な支流及び締切りサイトの選定

メコン河よりの導水,トンレサップ及びトングレトック大貯水池及びそれょりの導水

可能性(貯水池サイト,取水ロ,導水路ルートの選定)
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_ ゾーン別あるいは郡の代表村落における農業実態及び農村生活実態調査､特に女性の

活動について

_ 郡センター､市における農産物マーケット及び鹿屋物菰通状況

_ メコン河洪水のシルト分析(丑及び肥沃性)

_ 水文環境の上から魚種,掛こ河川沸上魚種及び河川沿い,湛水地区における植生(樹

種,草種)

_ 村落飲料水の水質検査

(6)事業計画策定上の留意点

上吉己述べてきた水利､農業,農村開発の事業計画策定に当たって以下の点を特に留意する｡

_ 事業には農業省及び地方事務所の指導のもと農民参加で実施可能なものが多く(特に短

期計画事業),それらの強化(要点,施設,機材)に必要な内容と農民参加で可能な事業

分類､また事業実施体制のみならず事業完成後の管理体制強化を十分に検討する｡こ

のため､事業実施､管理のための必要施設,機材の牛用を算定する｡

_ 農業,農村インフラインベントリー調査に基づき,貧困農村の多い郡の分類,また緊

急事業内容の選定

_ 乾期畑作における大豆,メイズ栽培の拡大によるアグロインダストリーの可能性(長期

計画で製油,畜産品加工など)

_ 即効性のある事業地区,貧困の多い地区などに基づき優先事業地区の選定｡なお優先

事業地区の中よりサンプル地区を選定し,そのフィジビリティ調査を行う｡フィジビ

リティ対象地区としてはコルマタージュ地区､支洗貯水地区が選定されよう｡大規模

事業地区はマスタープランにとどめる｡

_ 大規模事業としてゾーン5における湛水地区制御事業(輪中と大貯水池)を計画する場

合,水域の環境(魚類,植生,鳥類などの生息形態)について特に配慮する｡

5.マスタープラン調査計画

5.1調査の目的

メコン河の洪水氾濫を制御,利用､管理及び100万baに及ぷ広大な地域の農業,農村開発マ

スタープランを策定する｡マスター.プランの短期計画で発掘された事業の中より優先事業を選

定しそのフィジビリイティスタディを行い､その結果に基づき短期事業実施計画(Action

Program)を策定する｡
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5.2 調査計画の概要

上記3の開発基本構想で述べた内容よ′り構成される｡

5.3 マスタープラン調査工程

フェーズⅠとⅡ調査に区分して行われ,フェーズⅠはマスタープラン策定､フェーズⅡは優

先事業地区のフィジビリティスタディとそれに基づく短期事業実施計画策走上りなる｡

_

マスタープラン調査の第1次現地調査は雨期の終わる10月頃上り着手せねばならない｡雨

期は道路が浸水しサイトへのアプローチ困難,また湛水地区の詳細調査不可能,調査地区

が広域にわたるため,第1次現地調査は5-6カ月を必要とする｡第1次現地調査では水文観

測,インベントリーなどの調査を,また国内で衛星画像解析を委託で行う｡

_ 1次現地調査の結果,マスター7'ランの基本構想を第1次国内作業で立案する｡

一 第2次現地作業は洪水期に行い基本構想で発掘された主要事業地区の支流,湛水地区の洪水

氾濫状況を調査する｡また雨期帝位地区の稲作農業を調査する｡水利局と基本構想につい

ての協議を行う｡

- 第2次国内作業においてマスタープランの概定を行うとともにF/Sを行う優先地区を選定す

る｡

- F/S現地作業は乾期に行い,選定された地区のコルマタージュ水路路線や支流貯水池サイト

の測量を行う｡また貯水池サイトなどではテストビットあるいはオーガ一により地質調査

を行う｡これらは委託調査とする｡

- F/S現地調査の結果に基.?'き､ F/S地区の解析を行い,既に概定されている短期,長期マス

タープランをレビューし､報告書を作成する｡

概略調査工程は別表の通りである｡
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マスタープラン調査工程表

2 4 6 8 10 12 14 16 18 20 22 24 26 28 30

項 目
鑑 期 洪水期 乾 期 淡水湖 蛇 期

1.マスタープラン調査

1.1現地調査

(1)基礎資料収集

(2)水位観測点設置,観測

(3)インベントリー調査

(4)衛星画像解析

(5)水文､農業乾期調査(1次)

(6)同上 雨期調査(2次)

1.2 国内作業

(1)開発基本構想策定(1次)

(2)マスタープラン概定(2次)

2.優先地区フィジビリティ調査

2.1現地調査

(1) F/S地区資料収集

(2) F/S地区測王､地質調査

(3) F/S地区詳細調査

2.2 国内作業

(1) F/S地区解析

,.(2)短期計画策定

(3)全地区マスタープラン策定

3.報告書

_

J-

+

_ __. ._

■-

註(1)Ⅰ.R.インセナションレポート, P.R.プログレスレポート, C.R.コンセプショナルレポート

Ⅰ.で.Rインテリムレポート, D.F.R.ドラフトファイナルレポート, F.R.フ丁イナルレポート
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5.4 調査要月計画

調査要月計画は以下の通りである｡

要月

マスタープラン F/S

計

第1現地 第1国内 第2現地 第2国内 現地 国内

団長,稔括 3 1.5 2 1.5 2 2 12

水文 5 2 2 2 1 1 13

河川計画 3 1 2 1 7

土地利用 3 1 2 1 7

潅蔽排水 6 3 3 2 3 2 19

農業 3 1 2 1 2 2 ll

社会経済 4 2 2 2 2 2 14

農業インフラ施設 2 2 4

水利施設 3 1 2 2 2 2 12

道路,橋梁 3 2 5

施工,積算 2 2 4

環境 3 1 2 1 7

社会分析､WⅠD 2 1 2 1 6

計 35 14.5 21 14.5 19 17 121
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添付資料

1. 調査団月

竹内清二

2. 調査日程

月 日

1月 2日(月)

3日(火)

4日(水)

5日(木)

6日(金)

7日(土)

8日(水)

3. 面接者

塚本重光

川合 尚

久保清明

Mr. Lim Kean Hor

Mr. Itb Nody

Mr. Cbang でong Yves

Mr.Veng Sakhon

Mr. Bun Hean

株式会社 三帝コンサルタンツ 技術第3部理事

名古屋発,バンコク着

バンコク発,プノンペン着,日本大使館,農林漁業省水利局表敬並

びに調査日的の説明, JICA専門家と協託

農林漁業省水利局,計画局協訣･打合せ,資料の収集

プレイヴュン及びスワイリエン地区調査

同上及び資料の収集

農業省,水利局,大使館に帰国報告,プノンペン発､バンコク着･

バンコク着,名古屋着

日本大使錯,二等書記官

JICA専門家(農業省水利局)

JICA専門家(農業省農業局)

農林魚業省,水利局局長

農林魚業省,農業局局長

農林魚業省,計画局局長

農林魚業省,水利局次長

農林魚業省,水利局設計課課長
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州別の水稲栽培面積(1991-1992)

州別の畑作物栽培面積(1991-1992)

園の目次
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図一2

図-3

園-4

図-5

図-6

図-7

国-8

調査対象地域内の河川水系図

プノンペン及びネアックルオング観測地点の月別水位変動

湛水域分級国

土地利用園

大規模コルマタージュ及び湛水地区開発事業案

メコン河洪水氾濫地区大規模水利事業計画案

調査対象地域内のゾーン区分国

展林漁業省の組織図
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秦- 1 州別の水稲栽培面積(199卜1992)

PROVINCE

Cu]tivatedArea(h) CqJttyatedAJ.ea(%)

Total

Ⅰrrtg3tedAJ.也 F)oatlhg

Rb

Rahred

fuce

ⅠrrIEatedArea Floadng

Rlee

RalnLbd

RJceSLn8le

Wet

Dotlble

Wet

TotaJ

Wet

D○llble

DTT

RecessloJt Total

Wet

DT7 Double Recession

PP/KalldaI 91000 )0092 1490 l1582 2940 l8260 1000 57218 13 3 2 20 1 63

KCham l79760 20305 3965 24270 ヱ25 3100 4000 l4$l65 14 0 0 2 ′ー
▲ 82

SyalRJetlg l65320 8 235 243 315 0 3000 I61762 0 0 0 0 2 98

PreyVeng 253960 4455 3(;25 8080 47129 12593 11000 217558 3 2 l 5 4 86

Takeo 216280. l235 11210 12445 LO590 31050 20000 l42195 6 5 5 l4 9 66

KThom l32650 JO200 22520 32720 l370 0 30000 68560 24.7 l 1 0 22.6 5l.7

SIetnReap l58900 )3I60 5100 18260 3000 3245 l2000 l22395 【□ 2 1 2 8 77

BatbJnbaJlg 143810 2820 21170 23990 507 0 7000 ll2313 17 0 0 0 5 78

B.MearLChey l21500 loo 9020 9120 93 0 l6000 96287 8 0 0 0 l3 79

PtLrSat 56360 431了 0 4317 0 0 6000 46043 7.7 0 0 0 lO.6 81.7

KChhJung 80880 5415

2030

ll606

2547

200

2950

6952

5615

4980

l8558

25d7

100

1370

743

0

609

0

0

3317

11000 63556 7 0 0 0.8 l3.6 78.6

LL$Otn 99'20 9920 0 0 0 0 0 loo

Katnpot lO2890 96540 5 l l 0 0 94

KohKobg 5300 5300 0 0 0 0 0 loo

KSpetI 69260 49959 27 l 1 0 0
.72

Prc9hVIb胡ー 9000 9000 0 0 0 0 0 100

ShtLgTretLg 10980 10980 0 0 0 0 0 100

Rat)JukJJ.l 4950 4950 0 0 0 0 0 100

MobdtllkJrI 4100 4100 0 0 0 0 0 100

Krade 27180 21316 9.4 0 0 12.2 0 78.4

TOTAL 1書44000 88290 S8437 l767)7 25タ82 72174 121000 1448117 9.石 1.4 ).2 3.9 石.古 783

出典; カンボディア国､農林漁業省､農業局



秦- 2 州別の畑作物栽培面積(199ト1992)

Province

lbize C8酬 SyeetP○ta t○ Vegebble bbu馳an

Planted e5ted 血ctio Planted ested i Planted ested io Plantd ested 血ti Planted ested 1

Area(ha) Area(h8) (tons) Area(ha) Ar88(h1 (tons) 血ea(ha) Area(ha) (tmsー Area(ha) 血ea(ha) (tonsー Area(h) Area(Td (tons)

Turn 46.485 40.901 43.439 ll.652 9.659 45.964 8.869 8.353 39.2S2 30.359 27.882 218.118 26.776 25.649 l2.555

PhnoれPenh 227 22l 207 62 田 97 21 E] 81 1.191 1.047 8.129 4 4 日
Karxhl 15.35○ lO.688 l3.698 434 386 1.128 EE] 699 2.383 4.997 4.701 28.168 3,265 2.902 903

KonpngChzyD ll.910 ll.$94 14.219 I.712 I.689 l2.542 417 413 I.796 4.198 4.ll3 28.5g1 ll.213 ll.l8B 5.081

SvayRieng 128 loo 80 560 535 4.140 l46 l40 了80 I.l37 1.120 8.760 5 5 3

PreyVeng 4,912 ･'J 2.59() 1.712 712 2,696 326 307 I.313 787 777 7.77【ー 799 630 EE3
Takeo 737 680 548 I.169 1.141 6.389 2.313 2.189 7.664 3.840 3.550 30.250 1,457 1.233 EE]

..-;l.I 1.057 1.057 902 1.459 1.334 4.097 444 443 1.372 8&3 876 6.439 1.254 1.243 632

Sie爪Reap 895 685 6■15 1.475 1.075 4.308 980 830 I.890 I.895 1.075 7.455 1.595 1.455 695

Bat触 7O6 670 705
.134

l32 1.143 237 204 1.288 1.197 1.180 8.020 1.172 1.145 884

払ーte8yl由町lChey 264 Eg 192 84 84 1.000 110 E瑚 585 匹】 250 3.ODD 129 129 7l

Purst 266 260 EEE] 100 100 1.030 81 田 475 444 420 4.800 385 385 230

KoppngChhnang 1.574 1.571 1.884 608 E3] 4.547 314 Sl2 3.358 2.163 2.161 19.318 3.34l 3.339 2.185

Kzmt I.l97 I.005 935 I.098 890 855 1.437 1.355 9.900 2.137 I.620 l2.48t) 109 109 85

KohKong 377 35【I 230 200 EE] 319 lヨ 52 294 315 300 3.405

A(苅pOngSDCu 1577 1.540 1.452 481 47】し 477 【垂ヨ 570 3.340 3.OD6 2.990 36.450 I.269 1.120 562

PreeLllYih助r 50 45 225

SbmgTreng 575 575 460 l46 146 788 316 310 I.220 401 365 2.260 389 389 281

Ratanakiri 田 65 EE]

bkxxhJlkiri 430 350 280

Kr8tie 4.303 4.127 4.132 218 172 416 305 匪ヨ I.320 1.47l 1.272 4.500 390 375 225

出典; カンボディア国,農林漁業省､農業局



Province

GroLd札1t S脚把 Stwczne JtJte Tobacco

Planted

)

ested cti Planted egted oducti Pl軌ted ested ti Planted est∝l ctio Planted

Ar諾浩子o血(ha) (to) Area(ha) Area(ha7 (ton由 Area(ha) Area(ha) (tons) 血ea鮎) Ar申(ha7 (tons) Area(ha)
Ar飽Ota

7

e8

6099

nS

3506 15629 l2036 7518 6555 6002 l45.073 I.255_ 133 103 l4.465 14,394 7.380
TUrAl. 6.48 E) JI

2 dF] 45 28 28 D
PhnoMPenh

【■Ⅰヨ 576 177【l l708 85l 1220 1128 24.600 丁8 78 76 3.805 3.556 1.737
Kz肌da1 1.165

2018 1102 9546 6146 2765 1085 1D85 31.202 田 田 田 8.539 8.530 4.435
紅瓜p○r嶋Chzyt) 2.045 ●

14 10 6 2(I4 200 4.000
SvayRienE 9

583 494 1585 1565 958 l69 150 2.T20 2.D93 2.08l I.045
PreyVeng 【空E]

113 4() 31 13 545 450 8500
Takeo 201 l82

124 45 587 587 143 402 402 1【).341
KctDtX)ngnI珊 197

484 460 1840 395 335 10.丁95
SlemReap

183 田 29 田 13 2g1 208 5.200 723
Battadh 匹】

5 Eg 45 44 23 57 47 lO35 295 1 1
Bzylt即日eanChey 40 3

55 田 90 45 105 105

●

3180 5 158 158 l29
Purst lO5 100

266 EZEl 165 87 565 551

I

13320 99
K仰ngChhnang 411 409

ヨ 137 10 10 50 954 865 18345
KamDOt EEI 28

86 88

I

跡団KohKong

80 501 23 20 Eg 148 l35

I

3780
KorrEnngS卿 868 4 ●

PreauYlhear

帥 92 90 80 124 EEg 1725 41 40 2D
SttJngTreng 148 144 ●

Ratanaklr1

bk)ndulklr1

Kratie 68 64133 1.163 I.087 【!国 203 l33 4.255
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図-2 プノンペン及びネアックルオング観測地点の月別水位変動
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区一4　土地利用図
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図-3 う甚凍域分
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園-5

1.平面

大規模コルマタージュジュ及 び湛水地区開発事業案

2.湛水地区横断

バサック川

3.コルマタージュ縦断

=ニコ =_

メコン河
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図-18･･農林漁業省の組織図

DAImH : Department Of Agricultural Hydraulic and Hydro-Meteorology (水利局)



現場写真等



減水水稲のための苗代と老熟した苗（カンダール県）

地区内の農民（水路で魚を捕っている）



バライ・アンデト貯水地内の減水水稲（Recession Paddy）

の圃場均平作業

減水水稲の圃場状況



カンポン．スネイダム堰堤と貯水池内の減水水稲

カンポン・スネイダムより下流を見る



カンポン・スネイダムの貯水状況

カンポン・スネイダム下流法面保護工と用水放流口



カンポン・スネイ貯水池の右岸取水工

圃場内の制水門



乾期水稲に対するポンプによる灌漑（プレイペン県）

揚水するための竜骨車



プレイペン県内の用水路水路建設状況（World Food Programによる）
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